
地域とのつながりプロジェクト

平原スマイルプロジェクト（児童会活動）

活 動 教 師 の 支 援

１ 活動を企画する。

○ 地域とのつながりを深めるためにどのよ ○ 昨年度のオリジナルエコバッグ収

うな取り組みができるかについて企画委員 益を活用し，地域とつながっていく

を中心に話し合う。 ためにどのような活動ができるかを

考えるよう示唆する。

○「平原フェスタ」での販売を視野に，実行 ○ 実現の可能性などについて助言す

委員会で決定する。→今年度はカボチャの る。

栽培に決定

２ 活動の見通しをもつ。

○ カボチャ販売による「平原スマイルプロジ ○ 畑の耕耘など教師の助力が必要な

ェクト」の活動計画を立てる。 もの，子どもだけで可能なものに分

・栽培計画，除草など世話 けて考えるよう助言する。

・実行委員とボランティアの募集

３ カボチャの栽培に取り組む。

○ 育苗から収穫まで見通しをもって取り組 ○ 耕耘機で耕し，畑を準備する。

む。 ○ 作業分担割について話し合うよう

・ポットに種をまいて，苗を育てる。 助言する。

・畑に植える。

・除草や水やりの計画を立てる。

・収穫

本来は，この後，販売の方法などについて考えてい

く予定であったが，平原フェスタの中止に伴い，変更

が必要となった。

○ 各学年に呼びかけて，地域に配布する計 ○ 収穫できたカボチャが少なかった

画を立てる。 ため，各公民館に配ることができな

・各学年の学習の成果物をまとめる。 かった。かわりに，サツマイモのつ

・公民館を通して配布する。 るで作ったリース，緑のカーテンに

○ カボチャと特別支援学級で育てた大根は， 使えるアサガオの種，修学旅行のま

子ども食堂へ寄贈する。 とめなど，各学年のこれまでの学習

の成果を袋に詰めて配布するように

した。

４ 活動の振り返りをするとともに，次の活動

への見通しをもつ。

・持続可能な社会づくりに向けた今後の活動 ○ 地域の方に喜んでもらえる企画を

について展望する。 考えさせる。


